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「2006のしこら祭」スタッフＴシャツは、私たちが描きました!!

　夏まつり実行委員会では、のしこら祭のポスター公募に応

募された作品をスタッフ用Ｔシャツに使用することを決定し

ました。

　７月 11日、内野委員長から実行委員手作りのＴシャツが、

腹栄中の生徒たちへ贈呈されました。

　生徒たちは、思わぬ贈り物に大喜びし、「力強く太鼓を叩い

ているところを表現しました。」「金魚を花火に見立てて描きま

した。」「夏の風物詩の花火を描きました。」などと嬉しそうに

話してくれました。

～ポスター公募に応募した生徒たちへＴシャツの贈呈～
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金魚と鯉の郷広場
■ところ

■と　き 午後４時15分
～午後９時30分

プログラム

　  午後４時 15分～　破魔弓太鼓演奏
　  午後４時 40分～　町は舞台だ！ YOSAKOI ･長洲　第１部
　  午後６時 20分～　金魚みこしタイムトライアルレース
　  午後６時 55分～　町は舞台だ！ YOSAKOI ･長洲　第２部
　  午後７時 40分～　町民総踊り
　  午後８時 15分～　熊本大学 Djembe-KAN（ジャンベカン）
　  午後８時 30分～　お楽しみ大抽選会
　  午後９時 10分～　花火大会
　  ＊開始時刻は予定ですので、変更になる場合があります。
　  ＊ジャンベカンとは、西アフリカの伝統民族楽器で太鼓の演奏です。

駐
車
場

　

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
駐
車
場

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
㈱
駐
車
場

遊
漁
船
な
ど
の
運
航

　

ま
つ
り
当
日
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
訓
練
水
域
で
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
す
の
で
、
午
後
５
時
か
ら
午
後
11
時

ま
で
の
間
、
同
水
域
で
の
遊
漁
船
な
ど

の
航
行
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

交
通
規
制

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
道
路

は
、
駐
車
禁
止
で
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
㈱
新
塘

入
口
は
、
歩
行
者
専
用
道
路
に
な
り
ま

す
。

※
花
火
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

沖
会
場
で
打
ち
上
げ
ま
す
。

※
荒
天
の
場
合
は
、
27
日
㈰
に
延
期
し

ま
す
。

　
　

ま
た
、
27
日
㈰
も
荒
天
の
場
合

は
、
９
月
２
日
㈯
に
延
期
し
、
花
火

大
会
と
お
楽
し
み
大
抽
選
会
の
み
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

※
「
町
民
総
踊
り
」
は
、
個
人
の
参
加

も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
８
月
４
日
㈮
午
後
７
時
30
分
か
ら
町

民
研
修
セ
ン
タ
ー
で
町
民
総
踊
り
の

練
習
を
行
い
ま
す
。
振
付
を
覚
え
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

納涼山野草展の開催
　夏まつり協賛事業として、「納涼山野草展」を次のとお

り開催します。多くの皆さんのご来場お待ちしています。

■と　き　８月５日㈯午前10時～午後５時
　　　　　　　６日㈰午前９時～午後４時

■ところ　長洲町中央公民館
■問い合せ　長洲山野草会　戸次（  78 ００２３）

■問い合せ　産業振興課内『夏まつり実行委員会』事務局
　（内線２６１、２６２）

８月26日
土曜日

「のしこら」とは、

時代の荒波を 乗り越えることを意味している…

ご利用ください

“のしこら祭” 無料シャトルバス運行経路
　　既設バス停　　　　　臨時バス停　枠なし
　各コースの始発時刻は午後４時です。また最終会場出発時刻は午後
10時予定です。（各コースの周回時間は20～35分間隔で運行します。）

Ａコース（宮の前・長洲港・大明神方面）
１長洲中学校前 ～ ２新山 ～ ３宮の前 ～４朝日生命長洲営業所～
５下本町 ～ ６長洲港 ～ ７大明神 ～会場

Ｂコース（梅田・清里・立山・長洲駅・役場方面）
１長洲中学校前 ～ ２新山入口 ～ ３内牟田（ビッグバリュー・トク
ナガ長洲店前）～ ４梅田橋（航送船道路）～５駅入口（航送船道路）
～６立山（航送船道路）～ ７高浜（駅通）～ ８立山（駅通）～９
長洲駅前 ～ 10 梅田（駅通）～11栗原工務店前～ 12 長洲役場前
～ 13有明会館前 ～会場

Ｃコース（永方・赤田・鷲巣・立野・宮崎・塩屋・立山・長洲駅南口・役場方面）
１宮崎 ～ ２立野入口 ～ ３立野 ～ ４立野神社前 ～ ５鷲巣入口 ～
６鷲巣（聖ヶ丘団地）～７赤田～８一先宮～９葛輪（西山宅前）～
10永方公民館前～ 11永方入口 ～ 12塩屋中 ～ 13 塩屋 ～ 14 高
浜 ～ 15立山 ～ 16長洲駅南口 ～ 17長洲町役場前 ～ 18有明会館
前 ～会場

Ｄコース（総合スポーツセンター・上沖洲・腹赤・清源寺・平原・役場方面）
１総合スポーツセンター前～ ２トステム寮前 ～３上沖洲公民館前
～４雇用促進住宅前～５腹赤新町（杉本商店前）～６腹赤新町（伊
藤酒店前）～ ７腹赤（ＪＡたまな長洲支所前）～８清源寺（清瀬酒
店前）～ ９平原 ～ 10 平原町営住宅前三叉路～ 11 長洲町役場前 
～ 12有明会館前 ～会場

Ｅコース（腹赤・向野・高田・赤崎・折地・腹赤新町方面）
１腹赤小学校前 ～ ２腹栄中学校前 ～ ３向野（ＪＡたまな六栄支所
前）～４六栄保育所入口～ ５ひまわり幼稚園前 ～６高田入口（瓦
工場横）～ ７赤崎（公民館前）～８向野（前田理容店前三叉路）～
９折地阿弥陀寺前～10折地観音堂前～11折地 ～ 12腹赤新町（村
上針灸前）～ 13腹赤新町（伊藤酒店前）～ 14腹赤（ＪＡたまな
長洲支所前）～15南清源寺 ～ 16塘下 ～ 17部都 ～会場
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まちの話題まちの話題

7

まちの話題まちの話題

　

バ
レ
イ
ア
Ｓ
Ｃ　

Ｕ―

12
が
、
６
月
17

日
に
大
津
町
運
動
公
園
球
技
場
で
行
わ
れ
た

第
30
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
県
大
会

で
初
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
同
Ｓ
Ｃ

は
、
８
月
５
日
か
ら
福
島
県
の
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
、
６
月
27
日
に
は
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
な
ど
14
人
が
長
洲
町
役
場
を
訪
れ
、
橋

本
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

高
野
内
豊
久
監
督
は
、「
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
の
で
、
優
勝
で
き

ま
し
た
。
上
背
が
な
い
の
で
、
全
国
大
会
で

は
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
勝
負
し
た
い
で
す
。」
と
語

ら
れ
ま
し
た
。
選
手
を
代
表
し
て
主
将
の
橋

本
翔
一
郎
く
ん（
６
年
生
）は
、「
全
国
大
会
で

も
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
た
い
で
す
。
予
選

リ
ー
グ
を
突
破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

バ
レ
イ
ア
Ｓ
Ｃ　

Ｕ―

12
が
全
国
大
会
出
場
!!

　

〜
第
30
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
県
大
会
初
優
勝
〜

▲楽しく交流しました

　

６
月
28
日
、
長
洲
中
学
校
で
は
、
同
校
体

育
館
で
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
税
金
の
大
切
さ
や
し
く
み
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
科
の
授
業
の

中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
２
年
生
約
60
人
が
参
加
し
て
、

町
職
員
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

職
員
が「
税
金
と
は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
し
が
で
き
る
会
費
で
す
。
日
本
に
は
、

50
種
類
ほ
ど
の
税
金
が
あ
り
ま
す
。
中
学
生

の
教
育
費
と
し
て
１
人
あ
た
り
約
94
万
円
の

税
金
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。」
な
ど
と
説
明
す

る
と
、
生
徒
た
ち
は
細
か
く
ノ
ー
ト
に
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
、
真
剣
な
表
情
で
話
を
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

長
洲
中
で
租
税
教
室
が
開
催

　
　
　
　
　

〜
納
税
の
義
務
を
学
び
ま
し
た
〜

▲橋本町長とバレイアＳＣ　Ｕ－12の皆さん

▲熱心に聞きました

　

７
月
12
日
、
清
里
小
学
校
児
童
が
、
腹
赤

水
源
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
科
の
授
業
で「
私
た
ち
の
く

清
里
小
児
童
が
水
道
に
つ
い
て
勉
強

　
　
　
　
　

〜
水
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
〜

　

６
月
29
日
、
長
洲
中
学
校
で
は
、
同
校
体

育
館
で
絵
画
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
洲
中
へ
絵
画
贈
呈
!!

　

〜
海
老
原
昭
治
画
伯
の
「
色
彩
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
〜

　

こ
れ
は
、
現
在
荒
尾
市
で
行
わ
れ
て
い
る

「
動
く
美
術
館
」
を
開
催
し
て
い
る
美
術
評
論

　

７
月
13
日
、
六
栄
保
育
所
園
児
が
、
同
保
育

所
で
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
通
わ
れ
て
い
る
高

齢
者
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
園
児
と
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
高
齢
者
や
園
児
な
ど
１
３
０
人
ほ

ど
が
参
加
し
て
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。全
員
で
、

「
七
つ
の
子
」、「
桃
太
郎
」、「
浦
島
太
郎
」な
ど
を

歌
い
、
ま
た
手
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
の
歌
声
に
、
高
齢
者
は
、
涙
を
流

し
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
の
交
流
で

し
た
が
、
園
児
た
ち
の「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い

ね
。」と
の
言
葉
に
、
高
齢
者
は「
今
日
は
、
大
変

楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と
言
わ
れ
、
最
後
は
握
手

を
し
て
別
れ
ま
し
た
。

六
栄
保
育
所
園
児
と
高
齢
者
が
交
流

　

〜
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
〜

ら
し
と
水
」を
学
ん
で
い
る
児
童
た
ち
が
、
実

際
の
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

▲職員の説明を聞く児童

一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

立
野
区　

花
植
え
作
業

　

６
月
４
日
、
立
野
区
で
は
笹
ヶ
浦
公
園
で
花
壇

の
手
入
れ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、定
期
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
43
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
花
苗
な
ど
１
３
０
本
の
植

え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
、
予
定
し
て
い
た
よ

り
も
短
時
間
で
作
業
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
、
牡
丹
や
ひ
ま
わ
り
、
沈
丁
花
な

ど
多
く
の
花
が
咲
い
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の

除
草
作
業
は
、
大
変
で
す
が
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

花
い
っ
ぱ
い
の
公
園
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。」と
納
富
区
長
。

▲作業の様子

家
の
川
島
博
先
生
と
洋
画
家
の
海
老
原
昭
治

画
伯
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
川
島
先
生
が
同
校
を
訪
れ
、

全
校
生
徒
が
出
席
し
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
川
島
先
生
が「
壮
大
な
夢
を
持
と

う
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、「
皆
さ
ん
に
本
物

の
美
術
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
大
人
と
ま
わ
り

の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。」
と

語
ら
れ
、
生
徒
た
ち
は
、
川
島
先
生
の
話
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
生
徒
代
表
が
川
島
先
生
へ

「
荒
尾
市
で
行
わ
れ
て
い
る
動
く
美
術
館
を
見

て
感
動
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
絵
を
み
ん

な
で
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
４
年
生
の
児
童
や
先
生
な
ど

約
25
人
が
参
加
し
て
、
町
職
員
か
ら
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
で
き
た
て
の

水
を
試
飲
し
、「
冷
た
く
て
お
い
し
い
。
お
い

し
い
。」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
水
が
清
里
小
学

校
に
来
る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か

り
ま
す
か
。」、「
何
に
使
う
水
が
一
番
多
い
で

す
か
。」
な
ど
と
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し

た
。

進
み
た
い
で
す
。」
と
力
強
く
抱
負
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

▲講演される川島博先生
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れ
ま
し
て
は
、
適
正
な
採
用
選
考

の
実
施
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
公
共
職
業
安

定
所（

72
８
６
０
９
）

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
６
の
開
催

　

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
で
は
、

今
年
も
夏
休
み
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
６
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
有
明
高
専
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
学
校
紹
介
」、「
学

科
・
研
究
室
紹
介
」、「
も
の
づ
く
り

■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■地域包括支援センター  78－3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号 休日在宅医
月　日 在　宅　医

８月６日㈰ いまおかクリニック（古　城） 78-3410

８月13日㈰ 坂田内科医院（玉名市岱明町） 66-8600

８月20日㈰ 池本内科医院（上　町） 78-0527

８月27日㈰ 棚 瀬 医 院（玉名市岱明町） 57-0103

人のうごき
平成 18年６月末日現在

　　 人　口　17,689人　（△ 16）
　　 　　男　  8,493人　（△ 16）
　　 　　女　  9,196人　（　 0）
　　 世帯数　  6,402世帯（△　2）

※（　）内は前月比

～入札結果の公表～
　長洲町が、６月 30日に行った指名競争入札の結
果についてお知らせします。

お
知
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
へ
完
全
移
行
し
ま
す

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

は
、
２
０
０
３
年
12
月
１
日
か
ら

関
東
、
中
京
、
近
畿
の
一
部
に
お

い
て
開
始
さ
れ
、
２
０
０
６
年
末

ま
で
に
は
、
全
て
の
都
道
府
県
庁

所
在
地
に
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
移
行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年
７

月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

視
聴
方
法
な
ど
受
信
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

総
務
省
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信

相
談
セ
ン
タ
ー
（

０
５
７
０
・

　

０
７
・
０
１
０
１
）

お
盆
期
間
中
バ
ス
が
運

休
し
ま
す
!!

　

８
月
14
日
㈪
、
15
日
㈫
、
16
日

㈬
の
３
日
間
は
、
お
盆
の
た
め
次

の
路
線
バ
ス
は
運
休
に
な
り
ま
す
。

①
長
洲
・
荒
尾
環
状
線
バ
ス（
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
〜
荒
尾
市
民
病

院
経
由
〜
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

②
山
の
手
・
牛
水
線
バ
ス（
長
洲
港

〜
荒
尾
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
）

＊
な
お
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
環

状
線
バ
ス（
町
内
循
環
バ
ス
）
と

植
木
〜
四
ッ
山
線
バ
ス
に
つ
き

ま
し
て
は
、
通
常
ど
お
り
運
行

し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課（
内

線
２
３
１
）

８
月
は
適
正
採
用
選
考

啓
発
月
間
で
す
!!

　

８
月
1
日
か
ら
の
１
ヵ
月
間
、

職
業
選
択
の
自
由
を
保
障
し
、
就

職
差
別
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て「
適
正
採
用
選
考
啓
発
月

間
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
月
間
は
、
熊
本
県
並
び
に

県
内
の
各
商
工
団
体
、
教
育
関
係

機
関
な
ど
で
構
成
す
る「
適
正
な
採

用
選
考
推
進
協
議
会
」が
主
唱
し
県

下
一
円
で
啓
発
運
動
を
進
め
る
も

の
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
で
は
、
職
業
選
択

の
自
由
を
基
本
的
人
権
の
一
つ
と

し
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
保
障
し

て
い
ま
す
。
従
業
員
の
採
用
に
当

た
っ
て
は
、
本
籍
、
出
身
地
、
家

族
の
職
業
、
資
産
、
思
想
・
信
条
な

ど
を
聞
い
た
り
書
か
せ
な
い
よ
う

に
し
、
応
募
者
の
適
正
と
能
力
に

基
づ
か
な
い
、
誤
っ
た
採
用
選
考

を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
戸
籍
謄（
抄
）
本
の
提
出

お
よ
び
身
元
調
査
は
、
就
職
差
別

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
行
わ
な
い

よ
う
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
に
当

た
り
企
業
が
求
め
る
応
募
書
類
に

つ
い
て
は
、
中
学
校
は「
職
業
相
談

票（
乙
）」、
高
校
卒
は「
全
国
高
等

学
校
統
一
応
募
書
類
」
を
使
用
し
、

大
学
卒
な
ど
に
は「
大
卒
用
応
募
社

用
紙
の
参
考
例
」の
活
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
学
校
卒
業
者
以
外
の
採

用
選
考
に
お
い
て
は
、「
日
本
工
業

規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）履
歴
書
」を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
適
正
・
公
平
な
採
用

選
考
を
実
施
し
、
就
職
差
別
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
は
、
県
民
す
べ

て
の
課
題
で
す
。

　

各
機
関
、
団
体
、
企
業
に
お
か

体
験
教
室
」、「
ロ
ボ
ッ
ト
Ｊ
リ
ー

グ
」な
ど
の
楽
し
い
企
画
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」

の
一
部
に
募
集
定
員
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

８
月
25
日
㈮
〜
26
日

㈯
■
と
こ
ろ　

有
明
工
業
高
等
専
門

学
校

■
問
い
合
せ　

有
明
工
業
高
等
専

門
学
校
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
実

行
委
員
会（

０
９
４
４
・
５
３
・

　

８
６
２
７
）

夏
の
青
少
年
健
全
育
成
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
実
施
中
！

〜
子
育
て
は
地
域
全
体
で
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
！
〜

　

７
月
と
８
月
の
２
ヵ
月
間
は
、

青
少
年
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、

非
行
に
陥
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
熊
本
県
で
は
、「
み
ん
な
、

み
ん
な
の
子
ど
も
で
す
。」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
次
の
重
点
問
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、学
校
、職
場
、

地
域
社
会
の
実
情
に
応
じ
た
具
体

的
な
活
動
に
皆
さ
ん
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
青
少
年
の
非
行
問
題

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
期　

間　

８
月
31
日
㈭
ま
で

■
重
点
問
題

⑴
青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境

　

の
浄
化

⑵
凶
悪
・
粗
暴
な
非
行
へ
の
対
応

⑶
子
ど
も
の
安
全
確
保
と
保
護

⑷
薬
物
乱
用
の
防
止

■
問
い
合
せ　

県
庁
交
通
安
全
・

青
少
年
課（

０
９
６
・
３
３
３
・

　

２
２
９
４
）

ひ
ま
わ
り
の
里　

夏
の
夕
べ

　

毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
施
設
の
紹
介

を
始
め
と
し
て
、
焼
そ
ば
・
焼
き
鳥
・

か
き
氷
・
金
魚
す
く
い
な
ど
が
出
店

さ
れ
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
ラ
ム

ネ
早
飲
み
大
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

８
月
５
日
㈯
午
後
６

時
〜

■
と
こ
ろ　

腹
赤
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

■
問
い
合
せ　

ひ
ま
わ
り
の
里（

78
０
５
８
９
）

■問い合せ　財政課（内線 221）・水道課（  78 0126）

① 工事（委託事業）名 ①
長洲地内（１工区）石
綿管布設替工事

② 落札業者名 ② ㈲平安建設

③ 予定価格 ③ 11,025,000円

④ 落札金額 ④ 10,815,000円

⑤ 落札率 ⑤ 98.10%

⑥ 指名業者数 ⑥ 11

①
上沖洲鷲巣線道路改
良工事

①
梅田地内（１工区）石
綿管布設替工事

② ㈲寺田工建 ② 福田住宅設備

③ 3,124,000円 ③ 9,054,000円

④ 3,013,500円 ④ 8,956,500円

⑤ 96.46% ⑤ 98.92%

⑥ ９ ⑥ 11

①
宮野腹赤汚水枝線管
渠築造工事

①
梅田地内（2工区）石
綿管布設替工事

② ㈲サムラ工業 ② ㈲清田組

③ 1,950,000円 ③ 6,891,000円

④ 1,937,250円 ④ 6,825,000円

⑤ 99.35% ⑤ 99.04%

⑥ ８ ⑥ 11

①
長洲町都市計画基礎
調査業務委託

①
長洲地内（2工区）石
綿管布設替工事

②
㈱間瀬コンサルタン
ト

② ㈲三機設備工業

③ 3,389,000円 ③ 6,901,000円

④ 3,150,000円 ④ 6,793,500円

⑤ 92.95% ⑤ 98.44%

⑥ 10 ⑥ 11

①
長洲町水道台帳業務
委託

①
長洲地内（３工区）石
綿管布設替工事

② 第一復建㈱ ② 信和建設㈱

③ 5,220,000円 ③ 8,836,000円

④ 4,935,000円 ④ 8,715,000円

⑤ 94.54% ⑤ 98.63%

⑥ 8 ⑥ 11
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募　

集

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
職
員
採
用
試
験

　

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
平
成
18
年
度
の
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
期
日　

９
月
17
日
㈰

■
試
験
会
場　

九
州
看
護
福
祉
大

学
■
試
験
職
種
及
び
採
用
人
員　

消

防
吏
員
14
人
程
度

■
受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

■
申
込
受
付　

８
月
11
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で

■
試
験
内
容　

筆
記
試
験（
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
教
養
）、
適
正
及

び
作
文
試
験

＊
受
験
申
込
書
は
、
消
防
本
部
・
消

防
署
・
分
署
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

有
明

広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

総
務
課（

73
５
２
７
１
）

警
察
官
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
18
年
度
警

察
官
な
ど
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
職
種
・
採
用
予
定
人
員
な
ど

○
警
察
官
Ｂ　

男
性（
47
人
程
度
）、

女
性（
２
人
程
度
）、
武
道
指
導

（
２
人
程
度
）

○
警
察
事
務　

４
人
程
度

■
受
付
期
間　

８
月
14
日
㈪
〜
８

月
25
日
㈮

■
試
験
日
・
場
所　

警
察
事
務
職

は
、
９
月
24
日
㈰
に
、
警
察
官

Ｂ
職
は
、
10
月
15
日
㈰
に
、
い

ず
れ
も
熊
本
市
・
八
代
市
・
天
草

市
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

荒
尾

警
察
署（

68
５
１
１
０
）

救
命
手
当
講
習
会
を
実
施

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
家
族
や
友
人

が
突
然
倒
れ
た
り
、
事
故
に
あ
っ

た
と
き
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
に

対
し
て
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
一
刻
も
早
く
適
切
な
救
命

手
当
を
実
施
す
る
こ
と
が
命
を
救

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

救
命
手
当
の
重
要
性
を
知
り
、
誰

で
も
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

荒
尾
消
防
署
で
は
、
命
を
救
う

救
命
手
当
を
一
人
で
も
多
く
の
方

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
講
習
会
を
修
了
さ

れ
た
方
に
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を

発
行
し
ま
す
。

■
と　

き　

８
月
20
日
㈰
午
前
９

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

荒
尾
消
防
署
会
議
室

■
内　

容　

普
通
救
命
講
習
会（
心

肺
蘇
生
法
、止
血
法
、窒
息
対
策
）

■
定　

員　

30
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

■
費　

用　

無
料（
テ
キ
ス
ト
も
無

料
配
布
し
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

荒
尾
消

防
署
救
急
係（

63
１
１
２
１
）

ｊ
ｏ
ｂ 

ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

２
０
０
６

学
生
等
就
職
面
接
会

　

熊
本
労
働
局
、
県
下
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）、
熊

本
県
、熊
本
市
の
共
同
主
催
に
よ
り
、

来
春
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
を
卒
業
予
定
の
就

職
未
決
定
者
及
び
既
卒
者
の
就
職

支
援
と
県
内
企
業
の
若
年
労
働
力

確
保
を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と　

き　

９
月
５
日
㈫　

午
後

１
時
〜
午
後
４
時

　
（
求
人
受
付　

正
午
〜
、
求
職
者

受
付　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

興
南
会
館（
熊
本
市
）

■
参
加
事
業
所　

県
内
に
事
業
所

を
有
す
る
企
業　

80
社

■
対
象
求
職
者　

大
学
な
ど
来
春

卒
業
予
定
の
就
職
未
決
定
者
及
び

既
卒
者（
平
成
19
年
３
月
高
校
卒

業
予
定
者
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
）

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

■
参
加
事
業
所
の
申
込
先　

玉
名

公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
玉
名
）（

72
８
６
０
９
）

＊
面
接
を
希
望
さ
れ
る
学
生
な
ど

の
方
は
、
当
日
の
受
付
に
な
り

ま
す
。
複
数
の
企
業
と
面
接
が

で
き
ま
す
の
で
、
履
歴
書
は
複

数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

熊
本
労
働
局
職
業

安
定
課（

０
９
６
・
２
１
１
・
１

　

７
０
３
）

男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
た
作
文
募
集

　

８
月
は
、
荒
尾
玉
名
地
域
の
男

女
共
同
参
画
推
進
強
化
月
間
で
す
。

　

中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
、
家
庭

や
学
校
な
ど
で
日
ご
ろ
体
験
し
た

こ
と
で
、「
私
な
ら
こ
う
思
う
、
こ

れ
な
ら
で
き
る
、
こ
う
し
た
い
、

こ
う
あ
り
た
い
」
と
い
っ
た
想
い
を

作
文
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
期
限　

９
月
30
日
㈯（
当
日

消
印
有
効
）

■
対　

象　

荒
尾
市
、
玉
名
市
及

び
玉
名
郡
の
中
学
校
に
在
籍
す

る
生
徒

■
応
募
方
法　

作
文
の
題
名
・
住

所
・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
・
氏

名
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
の
う

え
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３

枚
以
内
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先　

通
学
し
て
い
る
中
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

数
点（
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
状
及
び
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
）

■
主　

催　

熊
本
県
玉
名
地
域
振

興
局

■
共　

催　

熊
本
県
玉
名
教
育
事

務
所

※
男
女
共
同
参
画
と
は
、
性
別
に
関

係
な
く
、だ
れ
で
も
同
じ
よ
う
に
、

自
由
で
平
等
に
自
分
の
や
る
気

し
だ
い
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と
で
す
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
地
域
振
興
局

総
務
振
興
課（

74

２
１
１
１

（
内
線
３
１
６
））

作
品
募
集
！
明
る
い
選
挙

啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

選
挙
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
啓
発
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

９
月
８
日
㈮

■
募
集
内
容

【
ポ
ス
タ
ー
】

○
テ
ー
マ　
「
明
る
い
選
挙
」

○
大
き
さ　

画
用
紙
の
四
ツ
切

（
５
４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
）、
八

ツ
切（
３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜
）

も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
た
大
き

さ
の
も
の

○
対
象
者　

小
・
中
・
高
校
生

※
必
ず
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
学
校

名
、学
年
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
４
コ
マ
漫
画
】

○
テ
ー
マ　
「
有
権
者
に
選
挙
の
大

切
さ
を
伝
え
る
」
も
の
又
は「
明

る
い
選
挙
」を
呼
び
か
け
る
も
の

○
対
象
者　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で

【
標　

語
】

○
テ
ー
マ　
「
有
権
者
に
選
挙
の
大

切
さ
を
伝
え
る
」
も
の
又
は「
明

る
い
選
挙
」を
呼
び
か
け
る
も
の

○
字　

数　

自
由

○
対
象
者　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で

【
書　

道
】

　

和
半
紙
は
３
３
０
㎜
×
２
４
０

㎜
の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
※
必
ず
、
和
半
紙
の
左
側
に
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。）

○
対
象
者「
テ
ー
マ
」

　

小
学
校
３
年
生「
自
由
」、
４
年

生「
政
治
」、
５
年
生「
投
票
」、
６

年
生「
選
挙
」、
中
学
１
年
生「
義

務
」、
２
年
生「
民
主
政
治
」、
３
年

生「
地
方
自
治
」

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

町
選

　

挙
管
理
委
員
会（
内
線
２
１
１
）

子
ど
も
ゼ
ロ
災
安
全
ポ

ス
タ
ー
募
集

　

玉
名
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、

小
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、
働
い
て

い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
け

が
し
な
い
よ
う
に
願
っ
て
描
い
た

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
小
学

生
の
皆
さ
ん
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対　

象　

小
学
生

■
用　

紙　

四
ツ
切
画
用
紙（
約
38

㎝
×
54
㎝
で
縦
横
は
自
由
で
す
）

■
画　

材　

絵
の
具
や
色
鉛
筆
な

ど
■
挿
入
語
句　
「
安
全
」、「
安
全
第

一
」、「
ケ
ガ
し
な
い
で
」
な
ど
の

安
全
に
関
す
る
語
句
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　

９
月
５
日
㈫

■
注
意
事
項　

①
応
募
作
品
は
、

返
却
し
ま
せ
ん
。

②
作
品
を
使
用
す
る
権
利
は
、
主

催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
使
用

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
全
作
品
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。
氏
名
は
、
非
公
開

で
す
が
、
学
校
名
・
学
年
な
ど
は

公
開
し
ま
す
。

■
表　

彰　

９
月
中
旬
に
実
施
さ

れ
る
衛
生
管
理
講
習
会
で
の
表

彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

玉
名

労
働
基
準
監
督
署（

73
４
４

　

１
１
）

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

受
講
し
ま
せ
ん
か
？

〔
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
技
能
講
習
会

（
表
計
算
2
級
課
程
）〕

■
と　

き　

９
月
２
日
㈯
〜
11
月

25
日
㈯

■
と
こ
ろ　

母
子
休
養
ホ
ー
ム
し

ら
ゆ
り
会
館（
熊
本
市
）

■
定　

員　

30
人
程
度

■
資　

格　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方

①
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
又

は
寡
婦

②
就
業
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
技
能
習

得
の
必
要
の
あ
る
方
で
、
講
習

の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方

③
原
則
と
し
て
表
計
算
３
級
課
程

の
資
格
保
持
者

■
申
込
方
法　

８
月
18
日
㈮
ま
で

に
子
育
て
支
援
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

＊
本
年
度
の
パ
ソ
コ
ン
財
務
会
計

主
任
者（
２
級
）
講
習
会
の
受
講

者
の
方
は
、
こ
の
講
座
を
受
講

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
初
級
簿
記
講
座（
日
商
簿
記
３

級
準
拠
）〕

■
と　

き　

９
月
14
日
㈭
〜
11
月

25
日
㈯

■
と
こ
ろ　

熊
本
県
庁
及
び
母
子

休
養
ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り
会
館（
熊

本
市
）

■
定　

員　

30
人
程
度

■
資　

格　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方

①
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
又

は
寡
婦

②
就
業
の
た
め
簿
記
習
得
の
必
要

の
あ
る
方
で
、
講
習
の
全
日
程

に
出
席
で
き
る
方

■
申
込
方
法　

８
月
31
日
㈭
ま
で

に
子
育
て
支
援
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

＊
本
年
度
の
家
庭
生
活
支
援
員
養

成
講
習
会（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
課
程
準
拠
）の
受
講
者
の
方
は
、

こ
の
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

＊
い
ず
れ
も
、
受
講
料
は
無
料（
た

だ
し
、
教
材
費
、
検
定
試
験
の

検
定
料
は
自
己
負
担
）で
す
。

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（

０
９
６
・
３
５
１
・
８
７
７
７
）、

　

子
育
て
支
援
課（
内
線
１
８
２
）

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習
会

　

海
技
免
状
及
び
操
縦
免
許
証
は
、

期
間
満
了
の
日
の
１
年
前
か
ら
更

新
講
習
を
受
講
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
免
状
の
切
れ
て
い
る
方

も
、
失
効
再
交
付
講
習
を
受
講
さ

れ
る
と
免
状
が
復
活
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

■
と　

き　

毎
月
第
３
金
曜
日　

受
付　

午
前
９
時
、
開
始　

午

前
９
時
30
分

■
と
こ
ろ　

三
池
港
湾
労
働
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室（
大
牟

田
市
）

■
必
要
書
類　

○
海
技
免
状

○
写
真
２
枚（
縦
4.5
×
横
3.5
㎝
、
パ

ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
、
６
ヵ
月
以

内
の
も
の
）

○
住
民
票
１
通（
本
籍
地
記
載
の
も

の
）

○
講
習
料（
身
体
検
査
・
印

紙
、
申
請
料
、
送
料
含
む
）

更
新（
８
、５
０
０
円
）、
失
効

（
１
４
、４
０
０
円
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

宇
城

市
立
九
州
海
技
学
院（

０
９
６

　

４･

５
２･

２
４
５
１
）
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能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受

講
者
募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
企
業
な
ど
の
在

職
者
の
方
を
対
象
と
し
て
次
の
と

お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス（
導
入
編
）】

　

パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

ソ
フ
ト
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
を
用
い
て
、

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
概
要
か
ら
作

成
方
法
及
び
各
種
機
能
に
つ
い
て

習
得
し
ま
す
。

■
と　

き　

９
月
４
日
㈪
〜
15
日

㈮　

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

■
受
講
料　

８
、５
０
０
円

■
定　

員　

10
人

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
の

視
覚
化
実
践
技
法
】

　

プ
レ
ゼ
ン
の
基
礎
知
識
と
Ｐ
ｏ
ｗ

行
財
政
改
革
通
信
№３

　

町
で
は
、
行
財
政
改
革
を
策
定

し
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。「
な
が
す
行
財

政
改
革
通
信
」
は
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
現
状
や
、
改
革
の
進
め

方
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

●
キ
ャ
ス
ト 

… 

住　

民

■
「
行
男
」さ
ん　

  

「
政
子
」さ
ん

■
「
長
洲
太
郎
」さ
ん
…
町
職
員

テ
ー
マ

　

事
務
事
業
評
価
っ
て
何
！

事
務
事
業
評
価
っ
て
ど
の

よ
う
な
も
の
。

簡
単
に
い
う
と
、
事
務
事

業
評
価
は
、
町
が
実
施
し

て
い
る
事
務
や
事
業
の
一
つ
ひ
と

つ
の
内
容
を
吟
味
し
て
、
こ
れ
か

ら
ど
う
し
て
い
く
か
を
決
め
る
こ

と
で
す
。

事
業
っ
て
例
え
ば
、
乳
幼

児
医
療
の
助
成
だ
と
か
、

町
内
巡
回
バ
ス
へ
の
補
助
や
敬
老

会
で
の
祝
金
の
支
給
と
い
っ
た
こ

と
？

そ
う
で
す
ね
。
そ
の
よ
う

な
事
務
や
事
業
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
今
後
の

方
向
性
を
決
め
て
い
く
も
の
で
す
。

敬
老
会
で
は
い
く
ら
ぐ
ら

い
祝
い
金
を
出
し
て
い
る

の
！

平
成

17
年
度
が
約

７
４
０
万
円
で
、
昨
年
見

直
し
を
行
い
平
成
18
年
度
は
５
３

０
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
の
話
が
で

ま
し
た
が
、
長
洲
町
で
は
就
学
前

で
助
成
を
し
て
い
ま
す
が
、
他
市

町
村
で
は
「
３
歳
ま
で
無
料
」
だ

と
か
、「
一
部
負
担
」
を
求
め
て
い

る
市
町
村
も
あ
り
、
そ
れ
が
適
正

か
ど
う
か
、
今
後
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

事
務
事
業
は
、
全
部
で
ど

れ
く
ら
い
あ
る
ん
で
す

か
。

今
年
度
は
、
長
洲
町
で
は

約
２
３
０
の
事
務
事
業
を

評
価
し
て
い
ま
す
。

へ
ぇ
ー
そ
ん
な
に
あ
る
の
。

で
も
何
の
た
め
に
や
っ
て

い
る
ん
で
す
か
。

そ
う
ね
。
今
ま
で
実
施
し

て
き
た
事
業
だ
か
ら
、
今

ま
で
ど
お
り
と
い
う
わ
け
に
は
い

け
な
い
の
。

こ
れ
ま
で
長
洲
町
は
、
財

政
的
に
も
余
裕
が
あ
っ
て
、

い
ろ
ん
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
事
業
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
と
比
べ
時
代
が
急

速
に
変
化
し
て
お
り
、
時
代
に
対

応
し
て
な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
事
業
を
見

直
す
た
め
の
評
価
を
実
施
し
て
い

る
の
で
す
。

そ
う
か
。
少
子
・
高
齢
化

だ
と
か
、
情
報
化
社
会
だ

と
か
言
わ
れ
て
い
る
も
の
ネ
。

長
洲
町
も
例
外
で
な
く
、

町
の
状
況
は
か
な
り
変
化

し
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
人
口
に
つ
い
て

は
、
長
洲
町
の
最
高
で
あ
っ
た

１
８
、７
０
０
人
に
対
し
て
、
現
在

で
は
約
１
７
，
７
０
０
人
で
あ
り

１
、０
０
０
人
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
少
子
化
に
つ
い
て
も
小
中
学

生
の
児
童
・
生
徒
数
が
、
10
年
前

の
約
２
、３
０
０
人
に
対
し
て
、
今

年
は
１
、４
３
０
人
で
４
割
程
減
少

し
て
い
ま
す
。

状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
の

ネ
。

そ
う
な
ん
で
す
。
話
は
横

道
に
そ
れ
ま
し
た
が
、
事

務
事
業
評
価
は
、
事
業
を
効
果
的

に
実
施
し
て
い
る
か
、
も
っ
と
改

善
で
き
な
い
か
、
行
政
の
関
与
は

適
正
か
ど
う
か
な
ど
を
客
観
的
に

評
価
し
て
方
針
を
決
め
て
い
る
わ

け
で
す
。
ち
な
み
に
評
価
の
項
目

は
、「
妥
当
性
」「
必
要
性
」「
有
効
性
」

「
効
率
性
」
を
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

評
価
内
容
は
ど
う
な
ん
で

す
か
。

そ
の
事
業
を
最
終
的
に
は

ど
う
す
る
か
、
①
事
業
拡

大
、
②
現
状
維
持
、
③
手
段
改
善
、

④
縮
小
、
⑤
休
止
・
廃
止
の
５
段

階
で
評
価
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も

実
施
し
ま
し
た
が
、
現
状
維
持･

手

段
改
善
の
評
価
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

役
場
の
事
業
は
、
住
民
生

活
に
直
結
し
て
い
て
、
不

可
欠
な
も
の
が
多
い
か
ら
事
業
を

中
止
し
た
り
、
縮
小
し
た
り
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
か
な
。

　

で
も
、
維
持
す
る
も
の
で
も
、

よ
り
ム
ダ
を
省
い
て
効
率
的
に
で

き
る
よ
う
に
改
革
は
し
て
欲
し
い

ね
。

本
来
、
役
場
が
や
る
必
要

が
な
い
よ
う
な
事
業
も
や

っ
て
た
り
、
他
の
町
よ
り
サ
ー
ビ

ス
水
準
が
高
か
っ
た
り
す
る
の
は

き
ち
ん
と
見
直
し
て
ほ
し
い
ね
。

貴
重
な
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
。は

い
。
貴
重
な
税
金
で
い

ろ
い
ろ
な
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
客
観
的
な

立
場
で
評
価
し
て
、
有
効
的
か
つ

効
果
的
に
事
業
が
実
施
で
き
る
よ

う
事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

＊
行
財
政
改
革
を
よ
り
よ
い
も

の
に
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

財
政
課
（
内
線
２
２

　

１
）

恩給欠格者、引揚者の皆さんへ
　恩給欠格者の方々、または引揚
者の方々に、内閣総理大臣名の書
状などを贈呈しています。
　請求書類は、福祉保健介護課の
窓口に置いています。
　資格要件などの詳しい内容につ
いては、お問い合せください。
■問い合せ
　（独）平和祈念事業特別基金
　（ 0120 ･ 234 ･ 933）、
　福祉保健介護課（内線 142）

～平成18年度訓練生募集～

　福岡県立大牟田高等技術専門校
では、次のとおり平成 18年度訓練
生を募集します。
（Ｗｅｂデータベース活用科）
■訓練期間
　９月５日㈫～ 11月 29日㈬
■定　員　20人
■資　格　離転職者などで、パソ
コンの基本機能を理解しており、
入力操作ができ再就職のために
技術習得を必要とする方
■費　用　授業料は無料（ただし教
科書代などの経費は必要）
■募集期限　　８月 17日㈭
■入校選考日　８月 22日㈫
■合格発表日　８月 29日㈫
■申し込み・問い合せ　ハローワ
ー ク 玉 名（  72 8609）、 福 岡
県立大牟田高等技術専門校（
0944 ･ 54 ･ 0320）

ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
の
基
礎
知
識
・
実
践

活
用
知
識（
オ
ー
ト
シ
ェ
イ
プ
活
用
・

画
像
の
修
正
加
工
、
表
編
成
、
グ
ラ

フ
加
工
、
効
果
的
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ド
操
作
、

目
的
別
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
プ
レ
ゼ

ン
パ
ッ
ク
な
ど
）を
習
得
し
ま
す
。

■
と　

き　

10
月
11
日
㈬
〜
23
日

㈪　

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

■
受
講
料　

７
、５
０
０
円

■
定　

員　

10
人

【
統
計
的
手
法
を
活
用
し
た
問
題
解

決（
品
質
管
理
編
）】

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
業

務
活
動
上
発
生
す
る
諸
問
題
を
、

統
計
的
手
法
を
活
用
し
分
析
・
改
善

す
る
た
め
の
専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
習
得
し
ま
す
。

■
と　

き　

10
月
21
日
㈯
〜
28
日

㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
受
講
料　

１
９
、５
０
０
円

■
定　

員　

10
人

【
プ
ラ
ン
ト
配
管
技
術
Ⅰ（
現
場
型

取
り
管
加
工
作
業
編
）】

　

プ
ラ
ン
ト
配
管
施
工
作
業
に
お

け
る
必
要
な
施
工
技
法
を
理
解
し
、

精
度
の
高
い
合
理
的
な
管
加
工
組

立
作
業
方
法
を
習
得
す
る
。

　

ま
た
加
工
・
溶
接
時
の
欠
陥
や
問

題
点
を
予
防
す
る
た
め
の
知
識
及

び
実
績
的
な
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

■
と　

き　

10
月
30
日
㈪
〜
11
月

１
日
㈬　

午
後
６
時
〜
午
後
９

時
、
11
月
５
日
㈰
、
12
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
受
講
料　

９
、５
０
０
円

■
定　

員　

10
人

※
い
ず
れ
も
受
け
付
け
は
、
随
時
行

っ
て
い
ま
す
が
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
開
発
援
助

課（

62
０
１
７
９
）

２
０
０
７
年
版
「
県
民
手

帳
」
申
し
込
み
受
付
中

　

毎
年
ご
講
評
を
頂
い
て
い
る
県

民
手
帳
が
、
よ
り
一
層
見
や
す
く
、

使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
申
し
込

み
さ
れ
る
方
は
、
８
月
18
日
㈮
ま
で

に
ま
ち
づ
く
り
課（
内
線
２
３
２
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発

行
は
11
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

■
内　

容　

コ
ン
パ
ク
ト
に
書
け
る

予
定
表
、
文
字
は
見
や
す
い
丸
ゴ

シ
ッ
ク
、
ミ
ニ
知
識
と
し
て
市
町

村
便
覧
な
ど
の
統
計
情
報

■
価　

格　

４
５
０
円（
消
費
税
込
）

■
サ
イ
ズ　

表
紙
は
レ
ザ
ー
ソ
フ

ト
、
サ
イ
ズ
9.1
㎝
×
15.0
㎝

剣
道
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

長
洲
剣
友
会
で
は
、「
剣
は
心
な

り
。
心
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
剣
ま
た

正
し
。剣
を
学
ば
ん
と
す
る
も
の
は
、

ま
ず
心
よ
り
学
ぶ
べ
し
」を
合
言
葉

に
、
剣
道
を
通
し
て
礼
儀
や
相
手

を
尊
ぶ
気
持
ち
、
忍
耐
、
健
康
な

体
の
育
成
な
ど
を
目
的
に
、
週
３

回
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時（
火
、

木
）、
午
後
８
時
〜
午
後
９
時
㈮

■
と
こ
ろ　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
武
道
場（
火
、
木
）、
長
洲

中
学
校
体
育
館
㈮

■
問
い
合
せ　

長
洲
剣
友
会　

松
山

　
（

78
６
１
０
１
）、川
冨（

78

２
３
５
５
）

お詫びと訂正
　広報ながす６月１日号に誤りがあ
りましたので、お詫びして次のとお
り訂正します。
■18ページ「生涯学習コーナー」の記事
　「ながす未来館運営委員」
　　（正）浦田明子（平原）
　　（誤）浦田明子（清源寺）
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税
金
は
暮
ら
し
を
守
る
大
黒
柱　
納
め
て
安
心
み
ん
な
の
未
来

く
ら
し
の
税
情
報

※この標語は、昨年度
腹栄中学校が租税教育
推進実践校として指定
され、生徒から募集し
た作品の中から選ばれ
た優秀作品です。

町
税
の
収
入
状
況

作（平成17年度腹栄中
卒業生　宋めぐみさん）

①
平
成
17
年
度
町
税
の
収
入

　
（
Ｈ
18
・
５
・
31
現
在
）

〜
総
額
19
億
２
２
７
１
万
３
千
円
〜

　

固
定
資
産
税
と
町
民
税（
個
人
・

法
人
）
は
、
税
収
全
体
の
93
・
２
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
固
定
資
産
税
は
、

63
・
８
％
を
占
め
て
お
り
、
町
税
の

基
幹
税
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

内
の
約
70
％
の
８
億
６
、１
０
０
万

円
は
法
人
関
係
が
納
め
た
税
金
で

す
。

　

税
金
は
、
町
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
税
金
と
い
う
形
で
負
担
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
町
税
の
収
入
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
町
税
が
町
の
歳
入
全
体
に
占

　

め
る
割
合

　

町
税
・
使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源

の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
、
そ
こ
の

自
治
体
の
財
政
基
盤
の
安
定
性
と
、

行
政
活
動
の
自
主
性
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

長
洲
町
の
税
収
の
割
合
は
、
平

成
10
年
度
以
降
は
、
ほ
ぼ
32
％
前

後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
16
年
度
の
県

内
町
村
の
税
収
割
合
の
平
均
は
17

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
税
収
の
推
移

　

平
成
12
年
度
ま
で
は
、
税
収
は

20
億
円
台
を
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
13
年
度
か
ら
20
億
円
台

を
割
り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
大
き
な
原
因
は
、
長
引
く

不
況
に
よ
る
土
地
の
下
落
と
、
法

人
の
設
備
投
資
縮
小
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
減
収
に
よ
る
も
の
で

す
。
固
定
資
産
税
は
、
平
成
10

年
度
か
ら
17
年
度
の
８
年
間
で
約

１
億
１
、４
０
０
万
円
減
少
し
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
平
成
16

年
度
の
税
収
が
21
億
１
千
万
円
余

り
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
企
業
の

収
益
増
に
よ
り
法
人
町
民
税
が
一

時
的
に
増
収
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

④
荒
尾
・
玉
名
管
内
の
税
収
が

歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合

　

平
成
16
年
度
決
算
状
況
か
ら
、

荒
尾
・
玉
名
管
内
市
町
の
税
収
が
歳

入
全
体
に
占
め
る
割
合
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

グ
ラ
フ
か
ら
、
長
洲
町
が
管
内

で
一
番
税
収
が
歳
入
全
体
に
占
め

る
割
合
が
高
い
こ
と
が
判
り
ま
す
。

⑤
現
年
度
課
税（
国
民
健
康
保

険
税
を
除
く
）の
収
納
率
の
推
移

　

現
年
度
収
納
率
は
、
平
成
13
、

14
年
度
を
除
い
て
は
99
％
前
後
を

推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
15

年
度
か
ら
は
毎
年
度
上
昇
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の
収
納
率
は
県
内

で
10
番
目
の
高
い
収
納
率
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
17
年
度
は
更
に
そ

の
収
納
率
を
上
回
っ
た
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

0

20億

40億

60億

80億

100億

120億

140億

160億

180億

荒
尾
市

25.9％ 25.9％

16.0％ 16.0％16.0％ 12.3％ 11.5％ 8.6％ 15.4％ 9.2％ 16.0％
32.1％

玉
名
市

旧
岱
明
町

旧
天
水
町

旧
横
島
町

玉
東
町

旧
菊
水
町

南
関
町

旧
三
加
和
町

長
洲
町

単位：千円
17,056,536

2,727,208

6,582,285

17,056,536 16,582,968

5,439,567

2,727,208 3,391,776 3,746,044 3,332,890 3,519,912

5,802,322
6,582,285

歳
入
市
町
税

91％
92％
93％
94％
95％
96％
97％
98％
99％
100％

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

98.86 99.11 99.13
98.18 97.92

98.93
99.22 99.26

0

10億

20億

30億

40億

50億

60億

70億

H10

34.4％

5,960,786
6,616,3446,616,344

5,765,724 5,981,866 5,893,407
6,315,985

6,582,2856,582,285

5,642,6485,642,648

32.1％ 34.8％ 33.1％ 33.5％ 29.7％ 32.1％ 34.1％

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

単位：千円

歳
入

町
税

0

10億
12億
14億
16億
18億
20億
22億
24億

H10

単位：千円

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

2,051,223 2,123,762 2,008,4902,008,490 1,979,3101,979,310 1,973,3771,973,377
1,874,682

2,110,449
1,922,712

■
問
い
合
せ　

税
務
課（
内
線

１
５
１
〜
１
５
５
）

固定資産税
12億2,730万3千円
（63.8％）

総　額
19億2,271万3千円

固定資産税
12億2,730万3千円
（63.8％）

軽自動車税
3,352万円
（1.7％）

たばこ税
9,702万2千円（5.1％）

法人町民税
1億9,284万3千円
（10.0％）

法人町民税
1億9,284万3千円
（10.0％）

個人町民税
3億7,202万5千円
（19.4％）

個人町民税
3億7,202万5千円
（19.4％）
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荒炎祭
　ステージパフォーマンス、まつりクィーンコンテスト、荒尾
太鼓、総踊り、さのよい踊り、創作行灯コンテスト、打ち上げ
花火など楽しい催しが盛りだくさ
んです。
■と　き　８月 5日㈯午前 11時～
■ところ　あらおシティモール
　　　　　Ａ駐車場
■問い合せ　市商工観光課
　　　　　　（  63  1421）

急げこの夏！有明海花火フェスタ
　打ち上げ花火 6,000発やナイアガラ。そのほかバルーン体験
や大牟田高校のマーチングバンド、特産品の販売などイベント
いっぱい。
■と　き　８月 20日㈰　正午～
　（打ち上げ花火は午後８時～）
■ところ　学童農園ムツゴロウランド
　（柳川市橘本町）周辺
■問い合せ　堤さん
　（ 090・5736・0292）

第51回大川花火大会
　半世紀を超えた大川花火大会。約
6,000発の花火が大川の夜空を焦がす
真夏の夜の祭典。
■と　き　８月 10日㈭　午後８時～
■ところ　筑後川総合運動公園
■問い合せ　大川観光協会
　（ 0944・87・2101）

児
童
扶
養
手
当

　

父
親
の
い
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
ま
た

は
20
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
親
・
養
育
者

（
外
国
人
を
含
む
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
、

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
、
③
父
が

法
に
定
め
ら
れ
た
程
度
に
障
害
が

あ
る
場
合
、
④
父
に
1
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童
、
⑤
そ
の
他

の
理
由
で
父
と
生
計
を
別
に
し
て

い
る
児
童
、
⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

＊
但
し
、
支
給
に
対
し
て
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

①
受
給
資
格
者
が
、
遺
族
基
礎

年
金
、
遺
族
厚
生
年
金
な
ど
の

公
的
年
金（
老
齢
福
祉
年
金
は
除

く
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
、
②
児
童
福
祉
施
設（
母
子
寮
・

通
園
施
設
は
除
く
）に
児
童
が
入

所
し
て
い
る
場
合
な
ど

■
手
当
の
額

　

全
部
支
給
は
、
月
額
４
１
、７
２

　

０
円
。
一
部
支
給
は
、
所
得
に

応
じ
て
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

＊
所
得
の
範
囲
が
、
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

①
養
育
費
が
、
所
得
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
ま
す
。
②
寡
婦
控
除
、

寡
婦
特
別
加
算
は
、
控
除
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
戸

籍
謄
本
、
②
住
民
票（
世
帯
全
員

の
も
の
）、
③
年
金
加
入
者
は
そ

の
年
金
手
帳
、
④
所
得
証
明
書

（
平
成
18
年
１
月
１
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
）、
⑤
印
鑑

■
問
い
合
せ　

子
育
て
支
援
課（
内

線
１
８
１
・
１
８
２
）

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

母
子
家
庭
の
母
の
健
康
保
持
と

子
供
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
母
、
そ
の
者
が
扶
養
す

る
児
童（
18
歳
に
達
し
た
年
度
の

３
月
31
日
ま
で
）、
②
父
母
と
死

別
し
た
児
童
、
③
父
母
の
生
死

が
明
ら
か
で
な
い
児
童
、
④
父

母
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

＊
但
し
、
助
成
に
つ
い
て
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
健
康
保
険
証
、
②
印
鑑

■
問
い
合
せ　

子
育
て
支
援
課（
内

　

線
１
８
１
・
１
８
２
）

ご
存
じ
で
す
か
？
各
種
福
祉
手
当

ご
存
じ
で
す
か
？
各
種
福
祉
手
当

常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 2875261 経理事務（派遣） １人 不問 192,000円
43040－ 2924161 タクシー配車係 １人 不問 143,000円
43040－ 2863061 アルミサッシ加工 20人 18～ 50歳 102,604円
43040－ 2861961 一級建築士 ２人 不問 200,000～ 300,000円
43040－ 2860861 設計 ２人 不問 160,000～ 250,000円
43040－ 2852861 船舶製造（配管工） ６人 18～ 27歳 165,600～ 230,000円
43040－ 2845961 場内作業員 ３人 18～ 40歳 112,010円
43040－ 2804961 溶接工、溶接工見習い ２人 16～ 40歳 138,000～ 299,000円
43040－ 2782161 取付及び溶接工 ２人 不問 230,000～ 276,000円
43040－ 2773961 美容師 ２人 18歳～ 30歳 130,000～ 200,000円
43040－ 2751661 営業 10人 不問 144,400～ 160,000円
43040－ 2707861 場内作業員 15人 18～ 40歳 146,050円
43040－ 2678161 機械金属加工 １人 18～ 30歳 137,500～ 187,500円
43040－ 2654061 工場内作業員 １人 18～ 34歳 150,000～ 200,000円
43040－ 3020761 玉掛け作業（フォークリフト） １人 18～ 25歳 190,000～ 200,000円
43040－ 2984061 アルミ製品検査工（派遣） ８人 不問 136,500円
43040－ 2962561 アルミ製品の検査工 ２人 18～ 40歳 138,600円
43040－ 2884561 場内作業員（派遣） １人 18～ 50歳 136,500円
43040－ 2883261 溶接・鉄工 ２人 18～ 30歳 144,000～ 200,000円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人があり
　ますので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。
※掲載内容は７月 21日現在ですので、すでに採用済みになっている場合はご了承ください。

荒尾市
（平成 18年６月 30日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

５・26 茂見百
も も か

百加 女 崇　章 向　野

５・30 馬場　愛
あいな

奈 女 健之助 鷲　巣

６・１ 西山　永
と わ

遠 男 一　夫 新　町

６・３ 古閑原珠
じゅな

奈 女 光　博 古　城

６・７ 大関　陽
はるな

南 女 慎 建　浜

６・９ 中津海蓮
れおん

恩 男 智州ダースイー 清源寺

６・９ 前川　巧
こうめい

明 男 敏　彦 新　山

６・10 緒方まりい 女 守 向野北

６・12 船崎　美
みあか

朱 女 真　介 下　東

６・15 丸形　空
くうあ

蒼 男 純　也 鷲　巣

６・17 山田莉
り り こ

々子 女 正　義 鷲　巣

６・22 中東　透
とうや

哉 男 正　博 清源寺

柳川市

平成 18年７月 21日現在
玉名公共職業安定所調べ

大川市

認
知
症
高
齢
者
介
護
講

座
の
開
催

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ

ー
で
は
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
知

識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

の
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

８
月
18
日
㈮　

午
後

１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

玉
名
市
民
会
館

■
内　

容　

①
医
学
編　
「
認
知
症
の
成
り
立

ち
・
認
知
症
の
早
期
発
見
と
悪
化

予
防
」

　

講
師　

木
村
武
実
先
生（
く
ま
も

と
悠
心
病
院　

副
院
長
）

②
看
護
・
介
護
編　
「
認
知
症
が
あ

る
方
へ
の
対
応
」

　

講
師　

野
村
順
子
先
生（
聖
ヶ
塔

病
院　

看
護
部
長
）

■
定　

員　

３
０
０
人

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

㈶
熊

本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団　

熊
本

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

（

０
９
６
・
３
５
４
・
３
０
９
１
）

長
洲
町
・
き
れ
い
な
川
と
海
づ
く
り
デ
ー

　

長
洲
町
で
は
、
町
内
の
川
と
海

を
守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
、
海
岸
の
美

化
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と　

き　

８
月
20
日
㈰
午
前
８

時
〜
（
雨
天
中
止
、
少
雨
決
行
）

※
潮
の
関
係
で
例
年
よ
り
一
時
間

早
い
開
始
に
な
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

長
洲
海
岸

＊
ご
み
袋
・
軍
手
は
、
当
日
会
場
で

配
布
し
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、タ
オ
ル
に
つ
い
て
は
、

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
熱
中
症
防
止
の
た
め
、

必
ず
帽
子
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課（
内
線

１
３
２
）
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長
洲
短
歌
会 

例
会

（
順
不
同
）

う
ぐ
い
す
の
谷
渡
り
す
る
に
競
う
ご
と

　
　
　
　
　
　

小
鳥
は
チ
ー
チ
と
声
は
り
あ
げ
ぬ

浦
島
三
容
子

夕
づ
け
ば
水
張
り
し
田
の
明
る
く
て

　
　
　
　
　
　

な
つ
か
し
く
聞
く
田
蛙
か
わ
ず
の
声

羽
田
野
月
子

叔
母
逝
き
て
わ
が
生
ま
れ
日
を
語
り
ま
し
し

　
　
　
　
　
　

人
も
と
だ
え
て
米
寿
を
迎
ふ

城
戸
ハ
ツ
エ

萬
葉
の
野
坂
の
浦
の
歌
碑
に
来
て

　
　
　
　
　
　

不
知
火
海
の
凪な

ぐ
を
み
さ
け
つ

田
上　

信
子

公
園
に
取
り
残
さ
れ
し
タ
ン
ポ
ポ
の

　
　
　
　
　
　

小
さ
き
気
球
風
に
乗
り
飛
ぶ

山
下　

岩
太

人
影
に
踵
く
び
す
を
返
す
番
つ
が
い
き
じ雉

　
　
　
　
　
　

飛
び
立
ち
も
せ
で
菜
園
よ
ぎ
る

上
野　

豊
春

８月の行事
期　日 内　　　容 場　　所
５日㈯～
６日㈰

町長杯卓球大会 Ｂ＆Ｇ体育館

９日㈬
11日㈮

玉名管内Ｂ＆Ｇマリ
ンスポーツ普及大会

Ｂ＆Ｇ艇庫

25日㈮
長洲･玉東ブロック人
権･「同和」教育研修会

ながす未来館

優
勝
し
た
Ｃ
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

ビーチボールバレーとソフトボールで熱い戦い
町子ども会各種球技大会開かれる！

　６月 11日にＢ＆Ｇ体育館で第 23回子ども会ビーチボールバレ
ー大会が、７月９日に総合グラウンドで第 35回子ども会ソフトボ
ール大会がそれぞれ開催され、参加した各チームは熱い声援のな
か熱戦を繰り広げました。
　なお、上位結果は、次のとおりです。
【ビーチボールバレー大会】（34チーム、360人参加）　
　　優　勝　　建　浜Ａ
　　２　位　　東荒神Ａ
　　３　位　　清源寺Ａ
【ソフトボール大会】（10チーム、200人参加）
　　優　勝　　新山･磯町・新町・宮ノ町　
　　２　位　　下東・今町・中町
　　３　位　　鷲巣・高田

▼

フラダンス始めませんか？

マミーフラハンズ会員募集中

　フラダンスを始めて毎日が楽しく元気

になったと言われる方が多くなりました。

　まだ自分には無理かな？とか、合わな

いのでは？と思っている方、ぜひ一度体

験してみてください！

■練習会場・期日
【中央公民館】
　毎週金曜日　午前 10時 30分～正午

　　　　　　　午後１時 30分～午後３時

【研修センター】
　毎週日曜日　午後８時～午後９時 30分

■問い合せ
　徳永（  78０１５０）

　坂本（  62６７８３）

▲ビーチボールバレー大会で
　優勝した建浜Ａチーム

ソフトボール大会で
優勝した新山･磯町・
新町・宮ノ町チーム

▼

高齢者ビーチボールバレー
第60回定期大会

　平成 18年度最初となる高齢者ビーチボールバレ
ー教室の会員による第 60回定期大会が、６月 28日
に総合スポーツセンター体育館で開催されました。
　４チームを編成し、白熱した戦いが繰り広げられ、
親睦を深めました。
　なお、結果は次のとおりです。（敬称略）
　　優勝　　Ｃチーム（長田・園部・谷森・谷森・坂崎）
　　２位　　Ａチーム
　　３位　　Ｄチーム

平成19年成人式は
平成19年１月８日です！

　平成 19年成人式は、次のとおり開催します。
■と　き　平成 19年１月 8日〔成人の日〕
　　　　　午前 10時
■ところ　ながす未来館　文化ホール
■対象者　昭和 61年４月２日から昭和 62年４月１
　日までに生まれた町内在住者および本町出身者。
※町外に住所を異動されている方は、事前に参加申
　し込みをお願いします。
　詳しくは生涯学習課まで！

ビーチボールバレーボール協会から
大会開催のお知らせ

第３回長洲町長杯ビーチボールバレー大会
■と　き　９月 24日㈰　午前８時 30分開会
■ところ　総合スポーツセンター体育館
■参加資格　長洲町在住及び町ビーチボールバレー
　協会の登録者の方。
※各自スポーツ保険に加入していただきます。
　たくさんの参加をお待ちしています。
■問い合せ　町ビーチボールバレー協会
　会長（男子）下田　辰治（  78６１２１）
　　　（女子）大和美奈子（  78１１８５）

大事なお金や生活を守る　　
　　　　　　　知識が身につく

フレッシュアップセミナー

～　受　講　生　募　集　～
　女性の社会参画および就業者への学習機会の充実を
図るためのフレッシュアップセミナーを開催します。
　なお、今年度は昨年度まで開催してきました「レ
ディースセミナー」を一新して、女性のみならず男
性もともに現代社会における時事問題について学ん
でいただきます。
　どうぞお気軽にご参加ください。
■と　き　９月６日㈬、10月４日㈬、
　　　　　11月８日㈬、12月６日㈬
　　　　　時間はいずれも午後７時 30分～９時
■ところ　長洲町中央公民館
■対象者　町内に在住または勤務する成人者
■内　容　専門員による講演会・学習会
　　　　　（架空請求詐欺、ケータイの持ち方・持
　　　　　  たせ方、契約のやめ方、模擬裁判など）
■定　員　30人
■受講料　無　料
■申し込み　８月７日㈪から８月 18日㈮までに
　　　　　　生涯学習課へ
　※詳細については、後日ご連絡します。

日常英会話をマスターしてみませんか！

英会話教室（中級コース）

■と　き　９月～２月の毎週木曜日
　　　　　〔全 21回〕午後７時 30分～９時
　　　　　※ただし、11月２日、11月 23日、
　　　　　　12月 28日、１月４日は休み。
■ところ　長洲町中央公民館
■対象者　町内に在住または勤務する成人者。
　　　　　（中学生レベルの英会話が理解できる方）
■講　師　徳田美津子氏（宮ノ町在住）
　　　　　タミタ・ブラウン氏
　　　　　（長洲町外国語指導助手）
■定　員　15人
■受講料　無　料
■協　力　英会話サークル
■申し込み　８月７日㈪から８月 18日㈮までに
　　　　　　生涯学習課へ。
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第56回

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
紹
介

「
ふ
れ
あ
い
と　

対
話
が
築
く　

明
る
い
社
会
」

　

第
56
回「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」の
一
環
事
業
と
し
て
行
わ

れ
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優

秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

小学生
の　部
「
住
み
よ
い
長
洲
町
に
！
」

　
　
　

長
洲
小
６
年　

栗
原　

瑞
歩（
東
荒
神
）

中学生
の　部
「
命
を
考
え
る
と
き
」

　
　
　

長
洲
中
３
年　

浦
野　

雄
也（
松　

原
）

▼弁論発表者および司会者の皆さん

12人の小中高生が発表
３人が表彰受ける

社明弁論大会・善行者表彰式
　７月８日、第 56回“社会を明るくする運動”の一
環事業の弁論大会および善行者表彰式がながす未来
館で開催されました。
　この日は、先ず式典では主催者を代表して実施委
員会の宮原利興会長が挨拶し、来賓の橋本町長が挨
拶されました。
　引き続き善行者の表彰式が行われ、その後小学生、
中学生、高校生合わせて 12人の弁論発表が行われ、
発表者全員に感謝状と記念品が贈呈されました。
　なお、本年度の善行者及び弁論発表者は次のとお
りです。（敬称略）

【善　行　者】
●秋冨　至（上町）・・・新川橋から平成水門橋にか
けての護岸コンクリート上に発生する藻の除去作業
を自主的に実施された。
●酒井光清（平原）・・・農業用水路に転落し身動き
の取れない男性を救助された。
●濱村隆喜（平原）・・・区内の環境美化花いっぱい
事業の陣頭指揮に当たり、フラワーロードの整備な
ど区内外の住民に花植えの普及に取り組まれた。

【弁論発表者】
《小学生の部》
〔長洲小〕松村　美空（６年：大明神）、栗原　瑞歩
（６年：東荒神）〔六栄小〕坂本　裕樹（６年：高田）、
寺地　貴紘（６年：向野）〔清里小〕濱北　円（５年：
梅田）、元村安梨沙（６年：梅田）〔腹赤小〕森本　
実里（６年：腹赤）、西林　克典（６年：腹赤）

《中学生の部》
〔腹栄中〕関口あゆみ（３年：平原）
〔長洲中〕浦野　雄也（３年：松原）
《高校生の部》
〔北稜高〕濱水　綾香（３年：大明神）
〔玉名女子高〕塩山　愛理（２年：東荒神）
　大会の司会進行については、腹栄中３年の今田　
喬尋さん（清源寺）と長洲中３年の浦野　愛さん（松
原）が行いました。

　

私
は
、
今
の
長
洲
町
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
そ

の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
最
初
に
、

長
洲
町
の
い
い
所
は
、
あ
い
さ
つ
を
し
た
ら
、
相

手
の
方
が
必
ず
あ
い
さ
つ
を
し
て
下
さ
る
所
で
す
。

　

私
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
近
所
の
人
、
す
れ

ち
が
っ
た
人
た
ち
が
必
ず
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
下

さ
い
ま
す
。
私
は
、
と
っ
て
も
気
持
ち
が
良
く
な

り
ま
す
。

　

次
に
、
長
洲
町
に
は
、
の
り
と
い
う
お
い
し
く

て
有
名
な
特
産
物
が
あ
り
ま
す
。
私
は
の
り
が
大

好
き
で
す
。
こ
の
の
り
を
と
る
た
め
に
、
凍
り
つ

く
よ
う
な
冷
た
い
海
で
の
り
網
を
張
っ
て
い
る
方

に
感
謝
し
、
い
つ
ま
で
も
、
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
の
り
以
外
に
も
大
切
に
さ
れ
て
い

る
長
洲
町
の
特
産
物
、
金
魚
が
と
て
も
大
好
き
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
と
て
も
い
や
し
て
く
れ

る
存
在
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
金
魚
の
種
類
は

多
く
、
と
て
も
き
れ
い
な
金
魚
が
た
く
さ
ん
い
る

か
ら
で
す
。

　

そ
れ
に
長
洲
町
に
は
、
金
魚
と
鯉
の
郷
と
い
う

公
園
も
あ
っ
て
、
そ
こ
は
、
私
に
と
っ
て
も
大
好

き
な
場
所
で
す
。
毎
年
五
月
三
日
は
、
金
魚
す
く

い
選
手
権
と
い
う
大
会
が
あ
り
、
私
も
毎
年
出
か

け
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
長
洲
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
る
施
設
が
あ
り
、
未
来
館
、
す
こ
や
か
館
、
運

動
の
で
き
る
場
所
な
ど
の
施
設
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
で
は
住
民
も
多
く
、
大
変
に
ぎ
や
か
に

な
り
ま
し
た
。
未
来
館
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
本
の

貸
し
出
し
や
、
劇
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
す
こ
や

か
館
で
は
、
健
康
に
つ
い
て
相
談
を
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
交
流
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
長

洲
町
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
悪
い
所
も
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、そ
う
音
の
問
題
で
す
。
み
な
さ
ん
の
中
で
、

夜
、
バ
イ
ク
の
音
で
眠
れ
な
い
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
不
思
議
で
た
ま
り
ま
せ

ん
。

　

ど
う
し
て
辺
り
の
人
の
迷
惑
も
考
え
な
い
で
、

自
分
勝
手
に
ふ
る
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
長
洲
町

を
も
っ
と
良
く
す
る
に
は
、
辺
り
の
人
達
の
迷
惑

を
一
人
一
人
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
、

私
た
ち
住
民
が
変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
も
し
、
悪
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
声
を
か
け
合
っ
た
り
、
注
意
し
た

り
し
て
あ
げ
る
の
も
私
は
、ひ
と
つ
の〝
や
さ
し
さ
〞

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
私
は
、
長
洲
の
海
や
川
は
汚
い
と
思
い

ま
す
。
川
底
に
ゴ
ミ
が
た
ま
っ
て
い
る
、
海
に
魚

つ
り
に
来
た
の
に
、
な
か
な
か
魚
が
つ
れ
な
い
と

い
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
、
私
が

思
う
に
は
、
海
や
川
の
水
が
汚
れ
て
い
る
証
こ
で
、

魚
が
住
め
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

私
は
、長
洲
町
の
住
民
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
て
、

ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
し
な
い
、
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
持

っ
て
帰
る
、
も
し
ポ
イ
捨
て
を
し
て
い
る
人
を
見

た
ら
、
注
意
で
き
る
人
に
少
し
ず
つ
で
い
い
か
ら
、

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る〝
き
れ
い
な
川
と
海
づ
く
り
デ
ー
〞
に
私
た
ち

小
学
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
海
を
き
れ
い

に
し
た
い
と
思
う
心
の
持
ち
主
が
増
え
て
い
け
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、他
に
も
、近
年
一
番
の
問
題
と
し
て
、事
件
、

事
故
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
、
私
た
ち
小
学
生
が
被
害
者
に
な
る
と
い

う
事
件
が
数
多
く
起
き
て
い
ま
す
。『
見
守
り
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
』な
ど
近
所
の
人
た
ち
が
、
登
下
校
の
時

に
見
ま
わ
り
を
し
て
下
さ
る
の
で
、
安
心
し
て
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
気
を
抜
く
と
大
変
な
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
の
問
題
も

私
た
ち
は
、
近
所
の
人
や
知
り
合
い
に
助
け
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
町
民
の
み
な
さ

ん
が
全
員
で
長
洲
町
の
子
ど
も
の
命
を
守
っ
て
く

だ
さ
る
よ
う
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
も
っ
と
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
大
き
な
店
ば
か
り
が
建
ち
、
緑
が

少
し
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
も

ち
ろ
ん
店
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
も
っ
と
必
要
な
緑
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
一
本
で
も
多
く
長
洲
町

に
木
が
植
え
ら
れ
た
ら
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
が
、
そ
し
て
多
く
の
人
が
緑

を
増
や
そ
う
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
長
洲
町

を
よ
り
立
派
な
町
に
し
て
い
く
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
す
。

　

だ
か
ら
未
来
の
長
洲
町
は
、
緑
や
花
、
木
な
ど

の
自
然
が
今
よ
り
何
十
倍
も
多
い
緑
あ
ふ
れ
る
町

に
し
た
い
で
す
。

　

今
よ
り
も
っ
と
良
い
長
洲
町
に
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
住
民
が
お
互
い
の
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
、

た
す
け
合
い
、
協
力
し
、
た
く
さ
ん
の
信
頼
関
係

を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
で
緑
を
大
切
に
し
、
今
よ
り
も
っ
と
、
も

っ
と
緑
の
多
い
町
に
な
っ
た
ら
、
そ
し
て
、
ゴ
ミ

の
落
ち
て
い
な
い
海
や
川
に
な
っ
た
ら
、
長
洲
町

の
こ
と
が
大
好
き
だ
と
い
う
人
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
町
を
、
み
ん
な
の
力
で
築
き
あ
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
命
の
事
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
僕
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
僕
が
小

学
５
年
生
の
と
き
、
同
じ
子
ど
も
会「
だ
っ
た
」一

人
の
小
学
生
の
事
で
す
。

　

そ
う
で
す「
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
彼
は
も
う

こ
の
世
に
は
い
ま
せ
ん
…
何
故
も
う
い
な
い
か
と

い
う
と
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
初
ゴ
ー
ル
を
決
め
た

そ
の
日
の
帰
り
に
、
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
僕
の
心
に
は
彼
が
亡
く
な
っ
た
と
き

一
つ
の
後
悔
が
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
に
と

て
も
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
子

ど
も
会
の
キ
ャ
ン
プ
の
時
、
仲
間
は
ず
れ
に
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
虫
採
り
の
仲
間
に
入
れ
な
か
っ

た
り
、
集
団
の
中
で
は
一
人
お
い
て
き
ぼ
り
に
し

た
り
、
最
後
は
泣
か
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

時
の
彼
の
泣
き
顔
は
と
て
も
悲
し
そ
う
で
、
今
で

も
僕
の
心
の
中
か
ら
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
初
に
彼
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
た
時
、
僕
は

「
え
？
嘘
で
し
ょ
う
？
あ
の
子
が
…
」
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
に
は
と
て
も
す
ま
な
い
事

を
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
言
う
後
悔
が
こ
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。
僕
は
彼
に
絶
対
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
謝
り
た
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
彼
は
も
う
こ
の
世
に
は
居

ま
せ
ん
…
も
し
も
生
き
て
い
た
と
し
て
謝
っ
て
も

許
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
多
分
許
さ
れ
な

く
て
も
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
僕
は
と
て
も
酷

い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

で
も
、
僕
は
彼
の「
死
」
と
い
う
も
の
か
ら
と
て

も
大
き
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は「
人
を
思

い
や
る
心
」で
す
。
前
の
僕
は
相
手
の
こ
と
を
ま
っ

た
く
考
え
ず
思
っ
た
こ
と
を
平
気
で
言
っ
て
相
手

を
傷
つ
け
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、今
は
違
い
ま
す
。

会
話
の
時
も
ち
ゃ
ん
と
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
言

う
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
た
ま

に
あ
と
で
後
悔
す
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
言
っ
た
後
な
ん
か
に
自
分

自
身
で「
あ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
な
け
れ
ば
よ
か
っ

た
。」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
僕
が
冗
談
で
言
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
、
も
し
か
し
た
ら
相
手
が
傷

つ
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た

ら
自
分
は
心
配
し
て
る
け
れ
ど
、
相
手
は
全
然
傷

つ
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
う
ま
い
こ
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と

思
っ
た
ら
と
っ
さ
に
謝
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
僕
は
こ
れ
か
ら
人
を
傷

つ
け
た
と
思
っ
た
ら
素
直
に
謝
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
、
始
め
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
出

会
い
、
そ
し
て
別
れ
て
い
き
ま
す
。
も
し
か
し
た

ら
明
日
…
い
や
近
い
未
来
身
近
な
人
が
亡
く
な
ら

な
い
と
は
言
え
な
い
現
代
で
す
。
そ
の
時
同
じ
失

敗
を
繰
り
返
さ
な
い
為
に
僕
は
、
絶
対
に
相
手
の

こ
と
を
思
い
や
っ
た
行
動
や
発
言
を
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
も
し
も
、
考
え
ず
に
言
っ
て
し
ま
い
相

手
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
場
合
は
心
か
ら
謝
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

最
近
日
本
中
で
人
が
平
気
で
殺
さ
れ
た
り
子
ど

も
が
誘
拐
さ
れ
た
り
し
て
い
る
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
も
し
、
人
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
こ

ん
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
…
も
し
も
世
界
中
の
人

が
一
人
一
人
の
こ
と
を
思
い
や
れ
る
の
な
ら
ば
、

「
犯
罪
」
と
言
う
も
の
は
こ
の
世
か
ら
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

僕
は
絶
対
に
あ
の
よ
う
な
後
悔
は
し
た
く
も
な

い
し
、
絶
対
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　
「
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
心
」
を
絶
対
に
忘
れ
ず

に
こ
れ
か
ら｢

人
の
こ
と
を
考
え
た
発
言｣

「
人
へ

の
気
を
配
っ
た
行
動
」を
忘
れ
ず
に
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
僕
は
、
こ
れ
か
ら
も
当
た
り
前
の
よ
う

に
出
会
っ
て
別
れ
て
い
き
ま
す
が
そ
の
出
会
い
一

つ
一
つ
に
気
を
配
り
絶
対
に
後
悔
し
な
い
人
生
を

歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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銃
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

乙　

一
‥
著

　

少
年
リ
ン
ツ
の
住
む
国
で
富
豪
の
家
か
ら
金
貨

や
宝
石
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
多
発
。
現
場
に
残
さ

れ
た
カ
ー
ド
に
は「
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ａ
」
の
文
字
が
。

は
た
し
て
名
探
偵
ロ
イ
ズ
は
、
怪
盗
ゴ
デ
ィ
バ
を

つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
!?

マ
マ
は
悪
魔
ハ
ン
タ
ー

ジ
ュ
リ
ー
・
ケ
ナ
ー
‥
著

　

ケ
イ
ト
・
コ
ナ
ー
は
38
歳
、
２
児
の
母
。
夫
を
地
方
公

選
弁
護
人
に
す
べ
く
奮
闘
中
の
彼
女
は
、
娘
時
代
に
バ
チ

カ
ン
法
王
庁
所
属
悪
魔
ハ
ン
タ
ー
の
経
験
あ
り
。
現
在
、

多
忙
な
る
妻
業
と
マ
マ
業
の
あ
い
ま
を
ぬ
っ
て
、
次
々
に

襲
い
く
る
悪
魔
た
ち
を
撃
退
中
！

に
っ
ぽ
ん
た
ね
と
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
た
ね
と
り
物
語
」‥
著

　

日
本
の
風
土
に
合
っ
て
、
昔
か
ら
広
く
栽
培
さ
れ
て
き

た
品
目
64
種
類
の
大
事
な
種
子
を
自
分
の
手
で
次
代
に
伝

え
る
！
誰
に
で
も
で
き
る
種
採
り
法
と
美
味
し
い
レ
シ
ピ

も
満
載
。
種
か
ら
育
て
、
種
を
採
り
、
豊
か
な
農
と
食
を

引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
一
冊
。

郷
土
の
恵
み
の
和
の
お
や
つ

河
津
由
美
子
‥
著

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
先
輩
マ
マ
の
知
恵
と
工
夫
に
学
び
、
い

ま
の
子
ど
も
の
口
に
合
う
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
、
体
に
優

し
い
お
や
つ
１
１
９
品
の
レ
シ
ピ
集
。
砂
糖
を
減
ら
し
、
ア

レ
ル
ギ
ー
素
材
に
は
マ
ー
ク
を
付
け
ま
し
た
。
食
育
や
食
の

安
全
性
に
関
す
る
コ
ラ
ム
の
収
録
。

ハ
ー
フ

草
野　

た
き
‥
著

　

ぼ
く
の
母
親
の
名
前
は
、
ヨ
ウ
コ
と
い
う
。
ぼ
く

は
小
さ
い
と
き
か
ら
、
ヨ
ウ
コ
が
母
親
だ
と
教
え
ら

れ
て
き
た
。
ヨ
ウ
コ
は
、
茶
色
い
毛
並
み
の
き
れ
い

な
、「
犬
」だ
っ
た
…
…
。
父
１
人
、子
１
人
、母
１
匹
。

お
か
し
な
家
族
の
再
生
物
語
。

リ
リ
ア
ン山

田　

太
一
‥
作　

黒
井　

健
‥
絵

　

あ
る
日
の
夕
方
、
男
の
子
が
自
分
の
ま
わ
り
に
チ

ョ
ー
ク
で
マ
ル
を
描
い
て
い
る
と
、
お
人
形
の
よ
う

な
顔
の
女
の
子
が
話
し
か
け
て
き
て
…
…
。
幼
い
子

の
心
象
風
景
を
見
事
に
描
い
た
物
語
。
古
き
よ
き
下

町
の
、
不
思
議
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

今・・・、忘れかけたものは・・・、何ですか・・・？
　昭和 30年代、高度経済成長が始まろうとする時代。極
めつけの貧乏生活にあって、どんな厳しい局面でも持ち前
の人生哲学で明るく切り抜ける、“がばい”ばぁちゃん。そ
んな気丈なばぁちゃんと暮らした少年の体験を爽やかな笑
いと涙あふれる物語で表現した映画です。
　原作は、100万部を突破した、島田洋七（元漫才コンビ：
Ｂ＆Ｂ）の自伝小説で、このベストセラーは、現在、漫画
化され好評連載中の話題作となっています。
（“がばい”とは、佐賀弁で“すごい”ということです。）

　近日、チケット発売開始予定・・・！！
　多数のご来場、お待ちしています。（チケット発売開始
日や入場料などは、次回の広報などでお知らせします。）

☆上 映 日　　9月23日〔土曜日：秋分の日）
☆上映時間　　①10：00～　　②14：00～　　③19：00～〔１日3回上映予定〕
☆会　　場　　ながす未来館　文化ホール
※主　　催　　“佐賀のがばいばぁちゃん”上映実行委員会
　　　　　　　（“佐賀のがばいばぁちゃん”上映実行委員会の構成団体）
　　　　　　　町青少年育成町民会議、町駐在員会、町文化協会、町老人クラブ連合会、
　　　　　　　ボーイスカウト長洲第１団、町ボランティア連絡協議会、町更生保護協議会、
　　　　　　　町更生保護女性会、町地域婦人会、町ライオンズクラブ、町ＰＴＡ連合会、
　　　　　　　町子ども会連合会、ながす地域活動、町社会福祉協議会
※共　　催　　ながす未来館自主事業実行委員会
※後　　援　　長洲町、長洲町教育委員会
※支　　援　　文化庁　　　　
※文部科学省選定（少年・青年・成人・家庭向き）
☆問い合せ　生涯学習課〔  78００５３：長洲町中央公民館内〕

 

今
月
の
読
書
会
・
お
は
な
し
会

○
読
書
会

■
と　

き　

８
月
12
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館

　
　
　
　
　

研
修
室

■
テ
ー
マ　
「
鈴
木
輝
一
郎
」

○
お
は
な
し
会 

■
と　

き　

８
月
19
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

図
書
館

　
　
　
　
　

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

ながす未来館文化ホール　８月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

〈童話発表大会の結果〉
　７月 22日㈯に町童話発表大会が行われ、次の 12人の方が出
場されました。（敬称略）
長洲小学校 :  藤井友梨果（１年）、酒井　崇一（４年）
              　　酒井　智香（６年）
清里小学校 :  松岡　広平（２年）、菊池　茂花（５年）
              　　平川由紀子（６年）
腹赤小学校 :  左村　理歩（３年）、久島　　玲（４年）
              　　下田　恭平（５年）
六栄小学校 :  荒木　七海（２年）、伊原めぐみ（３年）
              　　松川　夏海（６年）
　発表の結果、長洲小学校６年の酒井　智香さん、清里小学校６
年の平川由紀子さんが、町の代表として、８月６日㈰玉名市文化
センターで行われる玉名地方童話発表大会に出場されます。頑張
ってください。

月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

８／４㈮ 平和学習
学校教育課

（内線３１１）
９：10／９：30～　　　 無　　料

８／25㈮
長洲・玉東ブロック人権・「同
和」教育研修会

生涯学習課
（  78００５３）

９：10／９：30～　　　 無　　料

８／27㈰
西林博子門下生による
すきっぷコンサート

西林　博子さん
（  78４５０６）

13：30／ 14：00～ 16：30 無　　料

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。■問い合せ　ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

31日は蔵書点検のため図書館のみ休館日と
なります。

８月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

平
川
由
紀
子
さ
ん

▼

酒
井　

智
香
さ
ん

▼
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この広報紙はエコマーク認定
の再生紙を使用しています。

　ヘルスメイト (食生活改善推進員 )の活
動として、「健康ながす 21プラン」の中の
青壮年期の「朝食を毎日とらない人の割合
を減らす」ための取り組みの一つとして「朝
ごはん一品シリーズ」を掲載しています。
　食事は活動するためのエネルギー源。朝、
食べないと、体も脳も十分に働きません。
　そして太りやすくなります。

　赤ピーマンは緑ピーマンが熟して、成長したものです。熟
した分、赤ピーマンの栄養素は緑よりグンと増えます。
　β―カロテンは緑の３倍、ビタミンＥは８倍近くもアッ
プします。赤・黄ピーマンにはビタミンＣも多く含まれ、加
熱しても壊れにくいのが特徴です。
　でも、長時間加熱すると色や香りだけでなく栄養価も落
ちてしまうので、調理するときは手早くが原則です。

〔作り方〕
①赤ピーマン、黄ピーマンは、種とヘタを除いて、一口大
の食べやすい大きさに切る。

②鍋に、みりんと酒を加えて弱火にかけ、ひと煮立ちし
たら、だし汁を加えて沸騰させる。

③②にしょうゆと①を加えてフタをし、ピーマンから水
分が出てきたらグリンピースを加えて、再びフタをし
て加熱する。
④鍋底の水分がほとんど無くなったら火を止め、かつお
節を加えて全体をよく混ぜ合わせる。
⑤粗熱をとって、器に盛る。冷たくても、おいしくいた
だけます。

〔材料（１人分）〕
赤ピーマン　　　　 160g
黄ピーマン　 　　　160g
グリーンピース（むき実）
　　　　　　　　　　30g
かつお節　　　　　　１g
だし汁　　　　 大さじ３

みりん　　　　 大さじ１
酒　　　　　　 大さじ１
醤油　　　　　大さじ1/2
〔1人分の栄養量〕
エネルギー　37kcal
塩分　0.7ｇ
（＊塩ゆで分を除く）

カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
の
お
か
か
煮

お
し
ゃ
れ
な
完
熟
ピ
ー
マ
ン
は
、食
べ
や
す
く
、栄
養
満
点
で
す
！

長洲町食生活改善推進協議会

〈野菜編〉

石田　晃幹ちゃん
あきとも

ゆうが

パパ　貴　光さん
ママ　留理子さん〈出　町〉

　よく食べ、よく遊び、よく寝る元気いっぱいの晃幹は、
この笑顔で皆を和ませてくれます。最近は、つたい歩きを
始め、パパとのボール遊びがお気に入りです。これからも
元気で、思いやりのある子に育って欲しいと思います。

北本　彩夏ちゃん
あやか

パパ　健　二さん
ママ　香　理さん〈新　山〉

　お姉ちゃん達が、とても可愛がってくれます。歩
ける様になったので、もうすぐ追いかけるのも大
変になってくると思います。

木村　有我くん 清里小 ３年〈梅　田〉

　好きな科目は、国語です。１年生の時から、書道
を頑張っています。将来は、書道の先生になりたい
です。


